
平成29年7月末現在の
人口の動き

●人口　 14,178人（前月比±0人） 男 7,080人（＋2人） ●外国人人口 128人（前月比＋19人）男 58人（−3人）女 70人（＋22人）
　（外国籍除く） 　（前年比−12人） 女 7,098人（−2人） ●世帯数 4,553世帯（外国人のみの世帯含む）

September  No.4949広報せいろう
2017

正三尺玉打ち上げ！
　８月６日（日）、町制施行 40 周年を記念した正
三尺玉が、聖籠の夜空に打ちあがりました。海面に
降り注ぐしだれ柳は大迫力でした。
　ご協賛いただきました皆さま、ありがとうござい
ました。
　第 21 回聖籠夏まつりの様子は裏表紙でもご紹介
しています。

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

緑  　

丸



広報聖籠 H29.9　2

町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
開
催
　

今
年
８
月
１
日
に
聖
籠
町
は
町
制

施
行
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
８
月
５
日

（
土
）、
町
文
化
会
館
で
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
表
彰
関
係
者
や
来
賓
お

よ
び
招
待
者
の
ほ
か
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
式
典
の
部
で
は
町
長
が
式

辞
を
述
べ
た
後
、
元
読
売
巨
人
軍
の

加
藤
健
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
の
発
展

に
功
績
の
あ
る
１
２
１
名
の
皆
さ
ん

へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
で

は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
百
合
若
」
の
紹
介
や
コ
ー
ラ
ス
さ

ら
に
は
聖
籠
太
鼓「
響（
さ
と
お
と
）」

と
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム「
Ｄ
ａ
ｉ
ｙ
ａ
」

の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

聖
籠
町
町
制
施
行
40
周
年
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
に
お
い
て
、
身
に
余
る

特
別
表
彰
を
賜
り
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

先
人
の
方
々
が
築
か
れ
た
町
の
礎

に
、
今
や
行
政
・
町
民
の
皆
さ
ま
方

が
「
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
活
気
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
記
念
す
べ
き
節
目
の
日

の
喜
び
を
共
有
で
き
、
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
社
会
の
一
翼
を
担
う
建
築

分
野
に
志
を
新
た
に
し
、
50
年
間
、

教
育
・
研
究
・
知
識
普
及
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

前
半
30
年
間
の
活
動
拠
点
は
東
京

で
し
た
が
、
１
９
９
４
年
に
設
立
さ

れ
た
新
潟
工
科
大
学
に
縁
を
い
た
だ

き
、
ふ
る
さ
と
新
潟
（
新
潟
市
秋
葉

区
）
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　

東
京
に
住
ん
で
い
た
頃
か
ら
、「
聖

籠
町
の
輝
き
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

関
心
が
あ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
機
に
聖

籠
町
内
を
し
っ
か
り
肌
で
感
じ
と
ろ

う
と
幾
度
と
な
く
歩
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
「
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
感
と
想
い
の
中
で
、
渡

邊
町
長
さ
ん
と
の
出
会
い
が
叶
い
、

２
０
０
３
年
か
ら
町
の
委
員
の
一
人

と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
や
役
場
の

皆
さ
ま
と
の
親
交
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
見
ら
れ
る
地
域
の
宝

物
が
喪
失
し
て
い
く
ま
ち
が
多
い
中
、

そ
れ
に
反
し
て
、
聖
籠
町
で
は
緑
豊

か
な
環
境
の
下
に
、漂
う
伝
統
文
化
・

充
実
し
た
教
育
施
設
・
心
癒
せ
る
場
、

発
展
性
あ
る
港
湾
・
産
業
・
果
樹
園

等
々
、
実
に
程
よ
く
バ
ラ
ン
ス
し
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
聖
籠
町
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
や
宝

物
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
、

本
来
あ
る
べ
き
町
の
姿
で
あ
り
、
心

豊
か
な
町
で
あ
る
と
今
、
肌
で
感
じ

て
い
ま
す
。

　

キ
ラ
キ
ラ
光
る
魅
力
的
な
聖
籠
町
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
方
が
大
い

に
誇
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
模
範
と
な

る
こ
と
、
更
な
る
聖
籠
町
の
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

◀
「
プ
ロ
野
球
選
手
を
目
指
し
た
の
は
、
子
ど

も
の
と
き
、
町
開
催
の
野
球
教
室
で
プ
ロ
の

指
導
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
」

と
語
る
加
藤
健
さ
ん

◀
一
般
表
彰
者
を
代
表
さ
れ
た
横
井
正
さ
ん
か

ら
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
光
栄
で

す
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
表
彰
受
賞
者
の
地ち

濃の
う

茂し
げ

雄お

さ
ん
か
ら
受
賞
に
関
し
て
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す

　

本
日
の
記
念
式
典
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
町

政
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
ご
尽
力
、
ご
功
績
を

賜
り
ま
し
た
皆
様
に
対
し
、
表
彰
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

聖
籠
町
が
今
日
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
歴
代
の
町
長
、
町
議
会
議
員
を
は
じ
め
緒
先
輩
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
と
ご
指

導
、
さ
ら
に
は
国
、
県
当
局
の
ご
支
援
、
そ
し
て
何
よ
り
も
町
民
の
皆
様
の
深
い
郷

土
愛
と
不
断
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
籠
町
の
発
展
の
要
因
は
、
当
時
の
亀
塚
浜
、
別
行
、
杉
谷
内
八
幡
集
落

な
ど
、
大
小
の
集
落
に
暮
ら
す
４
８
０
世
帯
も
の
集
落
移
転
に
よ
っ
て
事
業
が
進
め

ら
れ
た
、い
わ
ゆ
る
「
新
潟
東
港
開
発
」
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
潟
東
港
工
業
地
帯
に
は
、
現
在
、
お
よ
そ
１
８
０
の
事
業
所
が
立
地
し
、
こ
れ

に
伴
い
、
多
く
の
税
収
と
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
昭
和
59
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
、
聖
籠

町
は
普
通
交
付
税
の
交
付
を
受
け
な
い
不
交
付
団
体
と
し
て
、
行
財
政
運
営
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
に
は
、
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
ま
ち
宣
言
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
わ
け
で
す
が
、現
在
の
聖
籠
町
は
、「
港
の
ま
ち
」「
電
力
の
ま
ち
」「
果
樹
の
ま
ち
」

「
温
泉
の
ま
ち
」「
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
」
な
ど
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
魅
力
あ

る
町
と
し
て
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
13
年
4
月
に
新
生
聖
籠
中
学
校
が
開
校
し
、
15
年
余
り
が
経
過
し
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
が
、
新
潟
県
内
初
の
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
を
導
入
し
、「
日
本
一
い
き
い

き
し
た
中
学
校
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
校
長
先
生
を
は
じ
め
従
事

い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
学
力
・
生
活
面
に
お
い
て
、
大
変
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
民
会
館
に
あ
っ
た
図
書
館

を
閉
鎖
し
、
新
た
に
図
書
館
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
平
成
26
年
6
月
に
、
現

在
の
場
所
に
開
館
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
大
勢
の
方
か
ら
利
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

国
際
交
流
の
面
で
は
、
中
国
黒
龍
江
省
か
ら
の
新
潟
大
学
県
費
留
学
生
と
の
交
流

が
約
30
年
、
ハ
ル
ビ
ン
市
教
育
委
員
会
と
の
小
中
学
生
の
相
互
派
遣
交
流
事
業
に
つ

い
て
は
約
20
年
続
い
て
お
り
、
友
好
関
係
が
ま
す
ま
す
実
り
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
町
政
が
町
民
皆
様
に
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
も
の
と
な
り

ま
す
よ
う
に
、
住
民
自
治
の
基
本
姿
勢
に
た
ち
、
教
育
と
福
祉
の
充
実
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
防
災
体
制
や
防
犯
活
動
な
ど
を
強
化
し
、
聖
籠
町
で
生
活
す

る
人
々
の
思
い
や
願
い
と
向
き
合
い
な
が
ら
「
聖
籠
町
に
い
つ
ま
で
も
住
み
た
い
」

「
聖
籠
町
に
来
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
魅
力
あ
る
、
そ
し
て
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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記
念
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
町

制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
て
新
た
に
制

作
し
た
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
上
映
し
ま
し

た
。
撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
動
画
は
、
現
在
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
公
開
中
で
す
。

　

左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
視
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

https://youtu.be/aB
17G
G
nG
jj4

■
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.tow
n.seiro

　

.niigata.jp

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

�

表
彰
者
一
覧

�

【
敬
称
略
】

○
特
別
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞�

・
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
活
躍
し
町
民

に
夢
と
希
望
を
与
え
、
ま
た
、
野
球

教
室
な
ど
を
通
じ
青
少
年
健
全
育
成

と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
功
績

　

加
藤　

健

○
特
別
表
彰�

・
町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
な
者 

　

須
貝　

龍
夫　
　
　

小
川　

益
一
郎

　

中
村　

恵
美
子　
　

駒
澤　

一
男

・
地
方
自
治
の
振
興
に
特
に
顕
著
な
者

　

地
濃　

茂
雄　
　
　

並
川　

栄
三

　

小
島　

敬
夫　
　
　

吉
田　

春
雄

　

新
保　

昇
英　
　
　

伊
藤　

惠
美
子

　

藤
井　

清
四　
　
　

平
野　

政
要

　

木
戸　

利
秋　
　
　

鈴
木　

和
彦

　

渡
邉　

恵
子　
　
　

市
川　

勝
榮

　

五
十
嵐　

久
子　
　

児
玉　

康
夫

　

手
嶋　

京
子　
　
　

田
中　

保
人

　

澤
田　

マ
サ
子　
　

小
林　

英
子

　

新
保　

か
ほ
る　
　

渡
邉　

典
子

・
国
内
又
は
国
外
で
活
躍
す
る
こ
と
で

町
の
産
業
、教
育
、芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
、

保
健
、
防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全
等

の
分
野
に
お
い
て
、
町
民
に
夢
と
希

望
を
与
え
、
町
民
意
識
の
高
揚
に
貢

献
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
者

　

新
保　

智
子　
　
　

高
橋　

さ
く
ら

　

高
野　

留
聖　
　
　

本
間　

優
安

　

小
林　

か
な
え　
　

平
野　

良
樹

　

阿
部　

悠
吾　
　
　

稲
垣　

武
人

・
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
功
績
が
あ

り
町
民
の
模
範
と
な
る
者 

　

田
村　

春
満　
　
　

髙
橋　

一
子

　

山
田　

敏
夫　
　
　

佐
藤　

勝
栄

　

青
山　

厚
子　
　
　

深
井　

一
成

　

藤
間　

殖　
　
　
　

宮
澤　

夕
佳

　

齋
藤　

美
雪　
　
　

渡
辺　

壯

　

田
村　

冨
美
男　
　

堀　

常
正

　

高
松　

勝
雄　
　
　

渡
辺　

弥
生

　

安
達　

勝
間　
　
　

吉
田　

辰
夫

　

吉
崎　

律
子　
　
　

冨
樫　

次
郎

　

小
林　

恵
美
子　
　

青
木　

洋
一

　

渡
邊　

久
仁
子　
　

橋
本　

洽
子

　

宮
下　

友
里
子　
　

水
戸
部　

照
夫

　

小
林　

八
重
子　
　

小
林　

と
み
子

　

宮
下　

登
志
雄　
　

佐
藤　

伸
一

　

加
藤　

響　
　
　
　

宮
下　

純
一

　

加
藤　

義
勝　
　
　

吉
川　

和
之

　

山
内　

正
樹　
　
　

遠
藤　

譲

　

伊
藤　

義
則　
　
　

相
馬　

雅
人

　

三
田
村　

利
信　
　

藤
田　

豊

　

伊
藤　

龍
一　
　
　

神
田　

賢
司

　

足
立　

亮
士　
　
　

浅
野　

昌
史

　

鈴
木　

亘　
　
　
　

富
樫　

真
盛

　

中
川　

聡　
　
　
　

小
林　

聡

　

須
貝　

透　
　
　
　

飯
島　

裕
貴

　

稲
田　

覚　
　
　
　

豊
島　

雪
江

　

中
西　

和
男　
　
　

松
井　

岩
藏

　

富
田　

哲
夫

　

株
式
会
社
聖
篭
タ
ク
シ
ー

　

新
潟
地
区
自
動
車
教
習
所
協
会

　

新
発
田
信
用
金
庫

　

株
式
会
社
イ
シ
カ
ワ

　

聖
籠
町
観
光
協
会

　

聖
籠
町
商
工
会
青
年
部

　

せ
い
ろ
う
共
育
ひ
ろ
ば
み
ら
い
の
た
ね

　

学
校
法
人
国
際
総
合
学
園

　
　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　

株
式
会
社
カ
ト
ウ
工
業

　

株
式
会
社
聖
籠
第
一
設
備

　

株
式
会
社
北
聖

○
一
般
表
彰�

・
町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
な
者 

　

曽
根　

善
治　
　
　

市
川　

一
彦

　

髙
橋　

国
蔵　
　
　

横
井　

正

　

渡
邉　

彩　
　
　

・
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
永
年

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に
特
に

顕
著
な
者 

　

髙
橋　

藤
壽
春

・
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
保
健
、

防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全
事
業
そ
の

他
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
、
又

は
公
務
を
助
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕

著
な
者 

　

曽
根　

剛　
　
　
　

岩
渕　

せ
ん

　

中
島　

穂
美
子　
　

中
村　

正
友

　

星　

善
一

・
善
行
者 

　

大
野　

春
吉　
　
　

田
村　

政
幸

・
直
系
３
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し

て
い
る
世
帯 

　

岩
崎　

実　
　
　
　

栗
原　

武

　

清
野　

精
一
郎　
　

瀬
髙　

英
輔

　

武
田　

和
幸

↑式典会場の外では、「町村博覧会」を開催。町商工
会青年部の皆さんによる「せいろう焼き」も盛況！

↑町ホームページトップページにある、こちらのバナーを
クリックするとご覧いただけます。

↑町民のど自慢大会には、スペシャルゲスト中澤
卓也さんが登場。う～ん、さわやかです！

↑コーラス聖籠の杜と町長さらには緑丸楽団に
よる町のイメージソング「愛がとまる前に」

↑QRコード
はこちら
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聖籠町消防団 ポンプ車３位入賞

　７月 30 日（日）、三条市「防災ステーション駐車場」で炎天下のなか行われた「第 68 回新潟県消防大会ポン
プ操法競技会」において、ポンプ車操法の部に当町消防団次第浜チーム（第四分団第６班）が出場しました。
　町操法大会の練習から３ヶ月間にわたり訓練してきた成果を発揮し、３位入賞を成し遂げました。
　ご指導・サポートいただきました新発田地域広域事務組合消防本部聖籠分署及び消防団関係者の皆さん、そし
て、大会当日応援にかけつけていただいた町民の皆さん、本当にありがとうございました。

大会結果（入賞チーム）
ポンプ車操法の部（全9チーム）
１位　上 越 市　177 .00 点
２位　長 岡 市　176 .00 点
３位　聖 籠 町　175.25 点
小型ポンプ操法の部（全18チーム）
１位　阿 賀 町　84 .75 点
２位　三 条 市　83 .75 点
３位　胎 内 市　81 .25 点
４位　長 岡 市　81 .00 点
５位　新 潟 市　80 .75 点
６位　十 日 町　78 .00 点
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次第浜　→　新発田営業所　行
次第浜 浜山 亀塚下道 亀塚 亀塚公園前 宮下 亀代郵便局前 亀代中学前 茨島 上新田 山下
6:52 6:53 6:54 6:56 6:56 6:57 6:58 7:00 7:01 7:02 7:03
7:41 7:42 7:43 7:45 7:45 7:46 7:47 7:49 7:50 7:51 7:52
8:20 8:21 8:22 8:24 8:24 8:25 8:26 8:28 8:29 8:30 8:31

12:10 12:11 12:12 12:14 12:14 12:15 12:16 12:18 12:19 12:20 12:21
17:27 17:28 17:29 17:31 17:31 17:32 17:33 17:35 17:36 17:37 17:38
19:25 19:26 19:27 19:29 19:29 19:30 19:31 19:33 19:34 19:35 19:36

蓮潟 聖籠町役場入口 尾沢が丘 聖籠 横太夫 中の橋 舟入 コモタウン前 舟入町一丁目 住吉町 西園町一丁目西
7:04 7:05 7:06 7:08 7:09 7:10 7:11 7:13 7:14 7:17 7:18
7:53 7:54 7:55 7:57 7:58 7:59 8:00 8:02 8:03 8:06 8:08
8:32 8:33 8:34 8:36 8:37 8:38 8:39 8:41 8:42 8:45 8:46

12:22 12:23 12:24 12:26 12:27 12:28 12:29 12:31 12:32 12:35 12:36
17:39 17:40 17:41 17:43 17:44 17:45 17:46 17:48 17:49 17:52 17:53
19:37 19:38 19:39 19:41 19:42 19:43 19:44 19:46 19:47 19:50 19:51

西園町一丁目東 神明町 石川小路 中央町 駅前通 新発田駅前 新発田営業所
※土曜日・日曜日・祝祭日・振替休日は全便運休

します。 
年末年始の運行については、お問い合わせくだ
さい。

7:19 7:20 7:21 7:22 7:23 7:24 7:30
8:10 8:11 8:12 8:13 8:14 8:15 8:22
8:47 8:48 8:49 8:50 8:51 8:52 8:58

12:37 12:38 12:39 12:39 12:40 12:41 12:45
17:54 17:55 17:56 17:56 17:57 17:58 18:05
19:52 19:53 19:54 19:54 19:55 19:56 19:59

新発田営業所　→　次第浜　行
新発田営業所 新発田駅前 駅前通 中央町 石川小路 神明前 西園町一丁目東 西園町一丁目西 住吉町 舟入町一丁目 コモタウン前

6:07 6:11 6:12 6:13 6:14 6:15 6:15 6:17 6:18 6:19 6:20
6:51 6:55 6:56 6:57 6:58 6:59 6:59 7:01 7:02 7:03 7:04
7:35 7:39 7:40 7:41 7:42 7:43 7:43 7:45 7:46 7:47 7:48

11:25 11:29 11:30 11:31 11:32 11:33 11:33 11:35 11:36 11:37 11:38
16:40 16:44 16:45 16:46 16:47 16:48 16:48 16:50 16:51 16:52 16:53
18:40 18:44 18:45 18:46 18:47 18:48 18:48 18:50 18:51 18:52 18:53

舟入 中の橋 横太夫 聖籠 尾沢が丘 聖籠町役場入口 蓮潟 山下 上新田 茨島 亀代中学前
6:21 6:22 6:23 6:24 6:25 6:26 6:27 6:28 6:29 6:30 6:31
7:05 7:06 7:07 7:08 7:09 7:10 7:11 7:12 7:13 7:14 7:15
7:49 7:50 7:51 7:52 7:53 7:54 7:55 7:56 7:57 7:58 7:59

11:39 11:40 11:41 11:42 11:43 11:44 11:45 11:46 11:47 11:48 11:49
16:54 16:55 16:56 16:57 16:58 16:59 17:00 17:01 17:02 17:03 17:04
18:54 18:55 18:56 18:57 18:58 18:59 19:00 19:01 19:02 19:03 19:04

亀代郵便局前 宮下 亀塚公園前 亀塚 亀塚下道 雨池 次第浜
※土曜日・日曜日・祝祭日・振替休日は全便運休

します。 
年末年始の運行については、お問い合わせくだ
さい。

6:34 6:35 6:36 6:37 6:38 6:39 6:41
7:20 7:21 7:22 7:23 7:24 7:26 7:29
8:04 8:05 8:06 8:07 8:08 8:10 8:15

11:54 11:55 11:56 11:57 11:58 12:00 12:03
17:09 17:10 17:11 17:12 17:13 17:15 17:18
19:09 19:10 19:11 19:12 19:13 19:15 19:20

路線バス　10月からのダイヤ変更について
新潟交通観光バス㈱からのお知らせ

◆「新発田－亀塚－次第浜線」は、平成 29 年 10 月２日（月）より減便の上、下記の時刻で運行となります。
◆「新発田－佐々木・稲荷岡－新発田線」および「新発田－佐々木－次第浜線」は、平成 29 年 10 月 1 日（日）
より系統廃止となります。
　　佐々木駅へは聖籠エコミニバスをご利用ください。

＜H29.10.1 ～運行ダイヤ表＞

お問い合わせ　
　ダイヤ変更に関すること　新潟交通観光バス（株）新発田営業所　☎︎０２５４ー２３ー２１１１
　聖籠エコミニバスに関すること　役場生活環境課（内線２８１）
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式
典
に
参
加
し
て

�

戸
石　

司
つ
か
さ
さ
ん

　

広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し

て
、
僕
は
も
う
原
爆
の
被
害
は
な

く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

式
典
に
参
加
す
る
前
に
、
当
時

の
広
島
を
勉
強
し
に
行
き
ま
し

た
。
僕
達
は
、
最
初
に
原
爆
ド
ー

ム
を
見
学
し
ま
し
た
。
原
爆
の
威

力
を
物
語
る
建
物
は
、
そ
こ
で
多

く
の
人
が
苦
し
む
間
も
無
く
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
近
く
に
は
川
が
あ
り
、

原
子
爆
弾
に
よ
る
高
熱
に
よ
っ
て

焼
け
た
喉
や
体
を
冷
や
す
べ
く
水

を
求
め
て
飛
び
こ
ん
だ
川
だ
そ
う

で
す
。

　

次
に
広
島
平
和
公
園
に
行
き
ま

し
た
。
そ
こ
の
資
料
館
で
原
爆
の

怖
さ
を
知
り
ま
し
た
。
栄
え
て
い

た
は
ず
の
町
が
、
全
て
建
物
が
壊

さ
れ
て
い
て
焼
野
原
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
原
爆
投
下
に
よ
っ
て

　

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
核
廃
絶
と
地
球
平
和
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
を
図
る

た
め
、
中
学
生
の
代
表
４
人
が
「
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念
式
（
平
和
記
念
式
典
）」
に
参
列

し
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
式
典
に
は
、
安
倍
総
理
大
臣
の
ほ
か
、
核
保
有
５
大
国
で
は
米
英
仏
露
の
代
表
が
出
席
す

る
な
ど
海
外
か
ら
80
カ
国
の
代
表
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
大
使
を
含
む
５
万
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

松
井
一
實
広
島
市
長
は
、
平
和
宣
言
で
核
兵
器
が
72
年
前
に
も
た
ら
し
た
被
害
を
描
写
し
て
、「
決

し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
核
兵
器
が
存
在
し
、
そ
の
使
用
を
ほ
の
め
か
す
為
政
者
が
い
る
限
り
、

惨
た
ら
し
い
目
に
遭
う
の
は
、
あ
な
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
強
調
し
、
世
界
の
人
々
と
共
に
核
兵
器
の

廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
力
を
尽
く
す
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
、
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
を
見
学
し
た
こ
と
で
、
核
兵
器
の
脅

威
と
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
、
全
世
界
へ
向
け
て
発
信
さ
れ
る
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
、
改
め
て

平
和
の
大
切
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

町
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
、
４
人
の
生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て

～
聖
籠
中
学
校
２
年
生
が
「
原
爆
死
没
者
慰
霊
式

�

・
平
和
祈
念
式
（
平
和
記
念
式
典
）」
に
参
列
～

↑原爆ドームを背にして。写真左から齋藤さん、髙井さん、戸石さん、村上さん。
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20
万
人
以
上
の
死
者
が
で
ま
し

た
。
そ
の
場
に
い
た
全
て
の
人
々

が
数
千
度
の
熱
と
大
量
の
放
射
線

を
浴
び
て
火
傷
し
た
体
を
ひ
き
ず

り
逃
げ
ま
ど
い
、
亡
く
な
っ
た
方

や
、
生
き
残
れ
て
も
、
の
ち
に
病

気
な
ど
に
な
る
方
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
時
の
兵
隊
の
道
具
や
、

全
身
火
傷
を
負
っ
て
横
た
わ
る
子

供
の
写
真
を
見
て
、
あ
ま
り
の
悲

惨
さ
に
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
式
典
に
参
列
し
ま
し

た
。
８
月
６
日
の
広
島
の
最
高
気

温
は
、
37
度
以
上
あ
り
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
８
月
６
日
も
む
し
暑

く
、
苦
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
な
と

思
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
高
齢

者
の
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
達
は
き
っ
と
遺
族
の
方
達

で
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
参
列
し
て

い
る
の
か
を
考
え
る
と
切
な
く
な

り
ま
し
た
。
投
下
時
間
に
参
列
者

全
員
で
黙
と
う
を
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
僕
は
、
１
９
４
５
年
の
今
日

午
前
８
時
15
分
に
広
島
の
町
は
、

多
く
の
死
者
を
出
し
た
事
を
改
め

て
感
じ
、
当
時
の
方
々
の
事
を
考

え
ま
し
た
。「
平
和
の
誓
い
」で
は
、

小
学
生
が
も
う
原
爆
を
投
下
す
る

よ
う
な
こ
と
を
や
め
よ
う
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
広
島
の
人
達
の
平

和
へ
の
思
い
が
と
て
も
強
く
伝
わ

り
ま
し
た
。

　

僕
は
、
広
島
平
和
記
念
式
典
に

参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
原
爆

の
悲
惨
さ
を
学
び
、
平
和
を
願
う

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
、
僕
達

が
平
和
の
た
め
何
が
で
き
る
の
か

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
島
平
和
記
念
式
典
を

　
　
　
　
　
　
　
体
験
し
て

�

村
上　

遥は
る

紀き

さ
ん

　

広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し

て
思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。

　

思
っ
た
こ
と
は
、
8
月
6
日
午

前
8
時
15
分
に
原
爆
が
落
ち
た
こ

と
で
す
。
普
段
と
同
じ
様
に
生
活

し
て
い
た
ら
い
き
な
り
空
か
ら
原

爆
が
落
ち
て
来
た
の
で
す
。
と
て

も
一
瞬
の
出
来
事
で
何
万
人
も
の

人
々
が
被
爆
し
た
の
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
も
被
爆
し

て
生
き
残
っ
た
人
々
が
苦
し
い

中
、
生
き
て
い
て
と
て
も
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

感
じ
た
事
は
、
被
爆
者
の
人
々

の
つ
ら
さ
で
す
。
さ
き
ほ
ど
書
い

た
様
に
一
瞬
で
消
え
て
い
っ
た
広

島
の
風
景
や
人
々
の
家
族
が
あ

り
、
生
き
残
っ
た
人
々
も
放
射
線

を
浴
び
て
ガ
ン
に
な
っ
た
り
、
全

身
や
け
ど
を
負
っ
た
り
、
差
別
を

受
け
た
り
と
、
と
て
も
心
身
に
痛

い
思
い
を
し
た
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
家
や
家
族
を
失
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
面
で
も
寂
し

く
と
て
も
つ
ら
い
思
い
を
し
た
と

い
う
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

考
え
た
こ
と
は
、
な
ぜ
戦
争
が

お
き
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
戦
争
は
恐
怖
と

憎
し
み
の
感
情
し
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
早
く
戦
争

を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
原
爆
を
落

と
し
た
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
ま

だ
日
本
に
は
ア
メ
リ
カ
の
基
地
な

ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
、
ア

メ
リ
カ
は
戦
争
を
や
め
る
気
は
な

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
戦
争
も
ア
メ
リ
カ
を

中
心
に
し
て
お
き
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
原
爆
は
、
他
国
に
対

し
て
使
用
可
能
な
核
保
有
国
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
戦
後
の
国
際
関

係
で
優
位
に
た
つ
た
め
に
落
と
し

た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
ひ
ど
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

↑生徒の皆さんは、広島平和記念資料館で、原爆投下前後の市内の様子や被爆者の写真などを
見学しました。改修工事によって東館がリニューアルされたこともあり、多くの見学者が訪
れていました。
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僕
た
ち
の
住
ん
で
い
る
日
本

は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
何
万
人

も
の
人
々
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
事
が
今
後
お
こ

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
た
め

に
、
こ
の
人
生
で
戦
争
を
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
意
識
を
忘
れ
な

い
で
お
き
た
い
で
す
。

平
和
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と

�

髙
井　

郁ふ
み

弥や

さ
ん

　

私
は
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参

加
し
て
、「
平
和
」
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
72
年
前
、
原
爆
が
広

島
、
長
崎
に
落
と
さ
れ
、
多
く
の

犠
牲
が
生
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
今
の

平
和
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。で
も
、

今
の
平
和
の
た
め
に
は
本
当
に
そ

れ
だ
け
の
犠
牲
が
必
要
だ
っ
た
の

か
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
確
か
に

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
に
は
犠
牲
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
争
し
て

い
る
国
同
士
が
突
然
仲
良
く
な
っ

て
戦
争
が
終
わ
る
な
ん
て
こ
と
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

時
点
で
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
を
続

け
て
い
て
も
ア
メ
リ
カ
は
勝
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
そ
の

方
が
犠
牲
は
少
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
れ
な
の
に
ア
メ
リ
カ
は
、

原
爆
を
落
と
し
、
十
何
万
も
の
日

本
人
と
自
国
の
兵
士
を
も
焼
き
殺

し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ

カ
で
も
日
本
で
も
最
悪
の
事
態
だ

っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

平
和
記
念
公
園
で
見
た
原
爆
ド

ー
ム
や
資
料
館
で
見
た
た
く
さ
ん

の
資
料
は
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や

一
瞬
の
う
ち
に
被
爆
し
た
人
達
の

悲
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
悲
惨
な
写
真
も
あ
り
ま
し
た
。

黒
こ
げ
に
な
っ
た
弁
当
箱
や
血
ま

み
れ
の
洋
服
、
歪
ん
だ
ビ
ン
な
ど

色
々
な
資
料
を
見
て
、
私
は
原
爆

が
す
ご
く
憎
く
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
と
同
い
年
の
人
や
年
下
の

人
も
こ
の
原
爆
で
被
爆
し
亡
く
な

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、

こ
の
人
達
の
分
も
生
き
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
核
兵
器
禁
止
交
渉
決
議

↑記念式典に参列する参加生徒の皆さん。猛暑の中、生徒の皆さんは平和への祈りをささ
げました。

↑平和記念公園に隣接する川の傍で。原爆が落とされた際、熱線や放射線・爆風で傷ついた多
くの被爆者が水を求めて太田川や元安川まで来て亡くなりました。8月 6日の夜には灯籠流
しが行われます。
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が
採
択
さ
れ
た
り
、
北
朝
鮮
が
核

実
験
を
た
く
さ
ん
行
っ
た
り
、
核

に
つ
い
て
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。世
界
が
核
に
つ
い
て
考
え
、

よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
行
く
こ
と

が
一
人
の
日
本
人
と
し
て
う
れ
し

い
で
す
。

　

私
は
今
回
の
派
遣
事
業
で
原
爆

に
つ
い
て
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら

に
原
爆
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
、
こ
の
目
で
見
て
き
た
原
爆
の

恐
ろ
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
教

え
て
い
き
、
今
よ
り
少
し
で
も
原

爆
に
つ
い
て
知
る
人
を
増
や
し
た

い
で
す
。

　

戦
争
や
原
爆
の
体
験
者
は
減
る

一
方
で
す
。
多
く
の
人
が
も
っ
と

話
を
聞
く
機
会
を
得
る
こ
と
で
、

次
の
世
代
に
伝
え
る
人
が
増
え
れ

ば
良
い
で
す
。

核
を
無
く
す
た
め
に

�

齋
藤　

海か
い

人と

さ
ん

　

８
月
６
日
に
広
島
に
原
爆
が
落

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
原
爆
を
落
と
さ
れ
て
72

年
に
な
り
ま
す
。
僕
は
、
８
月
５

日
、
６
日
、
７
日
に
わ
た
っ
て
広

島
に
行
き
、
広
島
平
和
公
園
に
行

っ
た
り
、
そ
の
中
に
あ
る
資
料
館

や
広
島
平
和
式
典
に
参
加
し
た
り

し
ま
し
た
。

　

広
島
に
行
っ
て
一
日
目
は
、
広

島
平
和
式
典
前
な
の
で
広
島
平
和

公
園
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
島
平
和
公
園
で
は
、
間
近
で

原
爆
ド
ー
ム
を
見
ま
し
た
。
原
爆

ド
ー
ム
は
、
元
の
形
が
骨
組
み
だ

け
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

原
子
爆
弾
に
は
あ
ん
な
に
大
き
か

っ
た
建
物
を
骨
組
み
だ
け
に
す
る

威
力
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

　

次
に
、
広
島
平
和
公
園
の
中
に

あ
る
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。
資

料
館
の
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
広

島
に
原
爆
を
落
と
さ
れ
る
前
の
景

色
と
、
原
爆
を
落
と
さ
れ
た
後
の

景
色
を
見
ま
し
た
。
原
爆
を
落
と

さ
れ
た
後
の
景
色
は
、
な
に
も
建

物
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

次
に
、
原
爆
ド
ー
ム
の
模
型
や
、

当
時
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
ビ
ン
や

か
わ
ら
を
さ
わ
っ
て
み
ま
し
た
。

特
に
か
わ
ら
は
、
普
通
は
サ
ラ
サ

ラ
し
て
い
る
の
に
原
爆
を
落
と
さ

れ
た
後
の
か
わ
ら
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し

て
い
ま
し
た
。
次
に
原
爆
を
う
け

て
亡
く
な
っ
た
人
が
着
て
い
た
服

や
写
真
を
見
ま
し
た
。
服
や
制
服

は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た
。
写
真
は
白

黒
写
真
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
ヤ
ケ
ド
を
負
っ
て
い
る
写
真
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
広
島
の
資
料
館
に
行
か
な
い

と
さ
わ
れ
な
い
物
な
ど
が
さ
わ
れ

た
の
で
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
平
和
式
典
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
時
は
と
て
も
暑
か

っ
た
の
で
、
当
時
の
広
島
も
こ
の

よ
う
な
暑
さ
で
原
爆
を
落
と
さ
れ

た
の
で
、
明
る
か
っ
た
広
島
の
町

が
急
に
火
の
海
に
な
っ
た
と
考
え

る
と
、
ま
さ
に
地
獄
絵
図
だ
と
思

い
ま
し
た
。
黙
と
う
を
し
て
平
和

に
つ
い
て
祈
っ
て
き
ま
し
た
。
平

和
式
典
の
時
に
広
島
市
長
の
平
和

宣
言
を
聞
い
て
、
平
和
に
つ
い
て

改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
だ
核
と
い
う
も
の
は
無
く
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
は
、
平
和
に

近
づ
い
て
い
る
け
ど
、
核
が
無
く

な
ら
な
け
れ
ば
本
当
の
平
和
と
い

う
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

僕
が
平
和
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と

は
少
な
い
け
ど
、
広
島
に
行
っ
た

貴
重
な
経
験
が
将
来
の
成
長
に
な

る
の
で
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

↑生徒の皆さんは、呉市にある呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）も見学しました。戦
前・戦後の呉市における船舶製造技術を展示しています。実物の 10分の 1サイズの戦艦大
和の模型も展示されています。
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健康のためにたばこについて考えてみましょう！

9月は健康増進普及月間です！
健康せいろう２１　緑丸の健康１０か条

１
い

　いろとりどりな食卓に　主
もりもり

食・主
ぐんぐん

菜・副
いきいき

菜で
２
ふ

　ふだんから　からだを動かす習慣が健康長寿の第一歩
３
さ

　「さようなら　たばこの煙」で万病予防
４
よ

　よくかんで何でも食べられる自分の歯　めざそう 80歳で 20本
５
ご

　ごろごろしないでテレビは消して　子どもは風の子元気な子
６
む

　向
む

き合おう　自分のからだが教えてくれる　年に一度の健康診断
７
な

　なかなか止められないアルコール　だけど今日は休肝日
８
は

　早
はや

寝・早起き・朝ごはん　みんなの健康の合言葉
９
く

　くよくよ悩まずまず相談　心
あなた

に寄り添う人がいる
1
じゅう

0　十
じゅう

人十
と

色のライフスタイル
　　　　　　　目指すは「生涯健康に暮らせる聖籠町」

　健康せいろう 21「緑丸
の健康 10 か条」をご存知
ですか。10 か条を毎日の
生活で実践し、「生涯健康
に暮らせる聖籠町」を目指
しましょう。
　今回は、10 か条の１つ
『「さようなら　たばこの
煙」で万病予防』について、
聖籠クリニックの村山直也
院長にお話をうかがいまし
た。
　また、次ページでは、「新
潟県健康ウォーキングロー
ド」に登録している２つの
コースを紹介します。

9月は健康増進普及月間です！

喫
煙
の
影
響
と

　
　
　
　
禁
煙
治
療
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
の
通
常
国
会
に
お
い

て
、
受
動
喫
煙
防
止
強
化
を
盛

り
込
ん
だ
健
康
増
進
法
改
正
案

は
国
会
に
提
出
さ
れ
る
事
無
く

流
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
年
間

１
万
５
０
０
０
人
の
方
が
受
動
喫

煙
を
原
因
と
し
て
死
亡
し
て
い
る

と
推
計
さ
れ
（「
厚
生
労
働
省
科

学
研
究
成
果
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ

り
）、
喫
煙
者
の
み
な
ら
ず
周
囲

の
方
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
２
０
０
７

年
に
屋
内
全
面
禁
煙
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
た
ば
こ
価
格
も
約

１
５
０
０
円
で
す
。

　

平
成
26
年
に
お
け
る
町
の
喫
煙

率
は
19
・
４
％
と
新
潟
県
の
喫
煙

率
13
・
６
％
よ
り
か
な
り
高
い
数

字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
雑
把
な

計
算
で
す
が
町
で
は
年
間
２
・
４

人
程
度
が
受
動
喫
煙
の
犠
牲
に
。

町
は
保
健
事
業
実
施
計
画
で
喫
煙

率
の
低
下
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
喫
煙
者
に
生
じ
る
疾
患

　

喫
煙
者
に
生
じ
る
病
気
は
肺
が

ん
を
は
じ
め
と
す
る
17
種
以
上
の

が
ん
、
桂
歌
丸
師
匠
が
啓
蒙
運
動

を
さ
れ
た
慢
性
呼
吸
器
疾
患
、
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

喫
煙
は
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
を

１
・
92
倍
、
く
も
膜
下
出
血
の
リ

ス
ク
を
２
・
93
倍
に
上
昇
さ
せ
る
、

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
虚
血
性

心
疾
患
は
喫
煙
単
独
で
１
・
６
倍
、

高
血
圧
合
併
例
で
４
・
５
倍
、
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
合
併
例
で

６
倍
、
両
者
合
併
喫
煙
者
で
は
15

倍
、
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
発
症
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
と

さ
れ
、
非
喫
煙
者
と
比
べ
一
日
に

吸
う
た
ば
こ
の
本
数
が
１
～
20
本

で
１
・
88
倍
、
21
～
30
本
で
３
・

02
倍
、
31
本
以
上
で
４
・
09
倍
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
う
つ
病
、
慢
性

腎
臓
病
、
気
管
支
喘
息
、
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
、
不
妊
、
低
体
重
児
出

産
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

②
受
動
喫
煙
の
問
題

　

た
ば
こ
の
先
端
か
ら
立
ち
昇
る

煙
（
副
流
煙
）
は
不
完
全
燃
焼
状

態
で
発
生
す
る
た
め
、
有
害
物
質

が
よ
り
多
く
含
ま
れ
る
、
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
厚

生
労
働
省
の
研
究
で
は
、
受
動

喫
煙
に
よ
り
肺
が
ん
２
４
８
０

人
、
虚
血
性
心
疾
患
４
４
６
０

人
、
脳
卒
中
８
０
１
０
人
、
乳
幼

児
突
然
死
症
候
群
70
人
、
年
間

１
万
５
０
０
０
人
の
生
命
が
奪
わ

れ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
年
間
交
通
事
故
死
の
約
４
倍

に
な
り
ま
す
。
死
亡
以
外
に
も
、

慢
性
呼
吸
器
疾
患
、
低
体
重
出
産
、

中
耳
炎
、
気
管
支
喘
息
、
う
つ
病
、

認
知
症
発
症
の
リ
ス
ク
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
で
喫
煙
さ

れ
る
方
は
あ
る
意
味
自
業
自
得
で

す
が
、
受
動
喫
煙
で
病
気
に
な
る

方
は
被
害
者
で
す
。
ご
自
宅
で
喫

煙
さ
れ
て
い
る
方
、
あ
な
た
の
ご

家
族
、
配
偶
者
の
方
が
脳
血
管
障

害
、
心
疾
患
な
ど
を
発
症
さ
れ
た

場
合
、「
あ
な
た
の
た
ば
こ
が
原

因
」
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

※　
次
号
で
は
、「
喫
煙
が
仕
事

に
及
ぼ
す
影
響
と
禁
煙
の
方
法
」

に
つ
い
て
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

↑村山院長（写真上段中央）とスタッフの皆さん
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お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）☎︎２７－６５１１

健康維持にウォーキングで心地よい汗を流しましょう！

②緑丸観光ロード
　町の名前の由来となった緑丸伝説の聖籠山や、古くからの名家（大野家、二宮家※１）を巡り歴史探訪がで
きます。その途中にある観光さくらんぼ園（初夏）、観光ぶどう園（初秋）などの風景を見て、四季折々の
季節を感じながらウォーキングできます。
※１　大野家、二宮家の屋敷内に入ることはできません。
聖籠観音の湯ざぶーん（諏訪山地内）⇔歴史探訪・観光名所めぐり（蓮野地内）
■全　　長　９・０㎞
■所要時間　約１時間 50 分
■水分補給　あり（商店・道路脇などの自動販売機）
■駐 車 場　あり（聖籠観音の湯ざぶーん）
●コース案内看板は未設置です。右のコース図を参
　考のうえ交通事故などには十分ご注意ください。
　なお、新潟県ホームページ「新潟県健康ウォーキ
　ングロード」でも県内の登録ウォーキングロード
　が紹介されています。

①聖籠緑地ウォーキングロード
　新潟東港工業地帯の一画に整備された
「聖籠緑地公園」内で、水辺の広場、散
策路、運動広場など四季を通じて楽しむ
ことができます。
聖籠緑地公園内（聖籠町大字網代浜）
■全　　長　２・８㎞
■所要時間　約 35 分
■水分補給　あり（自動販売機）
■駐 車 場　あり（無料 44 台）
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消 費 生 活消 費 生 活

聖籠町役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

83
9月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

７月相談受付状況
月 件数 主な相談内容
7月 3件 生命保険

スマホのゲーム
光回線

　今の子供たちは生まれた時から携帯やパソコンが身近にあります。
我が家の孫も親の携帯でアニメを見ています。でも、油断は禁物！ト
ラブルに巻き込まれることもあります。

事例①「１歳の子供に携帯で子供番組の動画を見せていたら、子供が
どこかに触れて突然アダルト画面に代わり高額料金を請求さ
れた。」

事例②「４歳の息子が携帯の無料のゲームで、知らないうちに有料ア
イテムを購入しており、高額請求された。」

　幼児、小、中学生に携帯を預けると
きは、注意が必要です。事例①は絶対
に慌てて相手に連絡しないでください。
事例②は手続きが必要です。迷ったら
センターに相談してください。

携帯に子供のおもりを任せないで！

相談員のひとこと

数億円当選したはずが・・
５万円の支払いに・・
数億円当選したはずが・・
５万円の支払いに・・
事例
　申し込んだ覚えは
ないのに、数億円当
選したとのメールが
スマートフォンに何
度も届くので、本当
に当選したかもしれ
ないと思い返信した。
当選金を受け取るには登録料 1万円がかかると言われ、指示され
るままにプリペイド型電子マネーのギフト券をコンビニで購入し
て、番号を写真に撮って送信した。その後も手数料などの名目で
請求があり、合計 5万円ほど支払ってしまった。返金してほしい。
（60 歳代　男性）

●「有料サイトの料金が未納」「当選したのでお金がもらえる」
などの心当たりのないメールやＳＭＳ（ショートメッセージサ
ービス）が届いても、絶対に開かずすぐに削除してください。

●安易に連絡してしまうと、金銭を要求されたり、個人情報を聞
き出されたりする危険性があります。

●不安を感じたり、判断に迷った時は、早めにご相談ください。

（消費者ホットライン１
い や や
８８、聖籠町消費生活センター２７－１９５８）

� 独立行政法人国民生活センター「見守り新鮮情報」より

　

出
前
講
座
の
ご
案
内

　
地
域
で
開
催
す
る
お
茶
飲
み
会

な
ど
、
少
人
数
で
も
、
お
話
に
お

伺
い
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
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　７月 12 日（水）、新潟テル
サで開催された『県民交通安
全フェア』の会場にて、町交
通安全指導員隊長島

しま

村
むら

重
しげ

春
はる

さ
んが「平成 29 年度新潟県交
通安全功労者として対策連絡
協議会長（県知事）から表彰
されました。これからも町の
交通事故防止にご尽力いただ
きたいと思います。

　雨で濡れた路面では、乾燥した路面の２倍以上
の車間距離が必要です。適切な車間距離を保ち、
交通事故を防ぎましょう。

　７月 24 日（月）、夏の交通事故防止運動の一環として、町長・新発
田警察署長・新発田地区交通安全協会・新発田地区交通安全協会聖籠
支部・町交通安全母の会・町交通安全指導員が、プラント 4聖籠店や
地場物産入口で、交通事故防止を呼びかけました。
　雨の中、亀代こども園の園児６名も“交通安全ちびっこ隊”として
加わり、総勢 45 名で交通安全啓発物およびナス漬け（事

じ

故
こ

なし）
を配りながら、交通安全を呼びかけました。

　７月４日（火）、新発田自動車学校で、町内事業所の概
ね 30 歳未満の若者 26 名を対象に、運転技術の確認と交通
安全意識を高めるために開催しました。コース内での基本
的運転技術の確認、飲酒ゴーグルを着用しての走行、路上
に出ての運転講習などを行いました。

　７月 27 日（木）、新発田自動車学校で、高齢者
28 名の安全運転意識と運転技能を高めることを目
的に開催しました。参加者には車幅感覚や運転技能
を再確認してもらいました。最新の車に付いている
誤発進抑制機能や自動ブレーキの体験などを行いま
した。新発田自動車学校の先生により、運転技能の

採点が行われ、上位
3 人がメダルをいた
だきました。

セーフティマインドドライビングスクール シルバードライビングスクール

夏の街頭指導！ちびっ子隊も大活躍！
ナスに“事故ナシ”の願いを込めて…

新潟県交通安全対策連絡協議会
会長表彰で表彰されました

秋の全国交通安全運動
９月２１日（木）～ ９月３０日（土）

スローガン『夕暮れは�ゆとりの心と�早めのライト』

交通安全に関することは
役場 生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.184

今日も一日交通安全

区分
年

7月 1月〜 7月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成29年 1 0 1 12 1 12
平成28年 1 0 1 15 1 16
増　減 0 0 0 -3 0 -4

町の交通事故発生状況

隊長　島村 重
し げ は る

春 さん

“
な
す
漬
食
べ
て
事
故

ナ
ス
よ
！
”

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

みんなで敬礼！

グローバルウェーハズ・ジャパン（株）山田 太
たい

樹
き

さん
　普段できない危険回避の体験が出来て勉強になりました。学ん
だことを活かしてこれからも安全運転したいと思いました。

日本ケミコン（株）新潟工場
 大橋 咲

さ

月
つき

さん
　飲酒運転疑似体験での飲酒ゴーグル
を使用しての運転はとても怖かったが
車の運転の再確認が出来ました。

東北電力（株）東新潟火力発電所
 内田 朋

とも

洋
ひろ

さん
　いい経験をさせていただきました。 アッパレ賞

神田 勉
つとむ

さん
ご立派賞

渡邉 研
けん

治
じ

さん
お見事賞

髙松 岩
いわあき

顯さん
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町

民

課

７
月
11
日
（
火
）

■
平
成
29
年
度
第
１
回
聖
籠
町

　
介
護
保
険
運
営
協
議
会
開
催

　　

聖
籠
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、

介
護
保
険
に
関
す
る
施
策
が
、
制
度

の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
町
民
の

意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら
適
切

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
や

審
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

・
平
成
28
年
度
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
実
績
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
町
単
独
介
護
助
成
事

業
の
実
績
に
つ
い
て

・
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て

・
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
（
総
合
事
業
）
に
つ

い
て

・
平
成
28
年
度
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
度
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
活
動
実
績
報
告
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課

７
月
11
日
（
火
）

■
平
成
29
年
度
第
１
回
聖
籠
町

　
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画

　
策
定
委
員
会
お
よ
び

�

自
立
支
援
協
議
会
開
催

　
・
障
が
い
者
計
画
・
第
５
期
障
が
い

福
祉
計
画
の
見
直
し
お
よ
び
障
が

い
児
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
案
）
に
つ
い

て

　

以
上
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

東
港
振
興
室

７
月
４
日
（
火
）・
24
日
（
月
）

■
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
・

�

新
潟
県
へ
要
望
書
を
提
出

　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
な

ら
び
に
新
潟
県
へ
、
新
潟
東
港
の
港

湾
機
能
の
強
化
お
よ
び
聖
籠
海
岸
の

保
全
施
設
整
備
な
ど
に
関
し
て
、
聖

籠
町
な
ら
び
に
新
潟
東
港
聖
籠
地
区

立
地
企
業
連
絡
協
議
会
の
連
名
で
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
東
港
は
国
際
物
流
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
拠
点
と
し
て
さ
ら
な
る

機
能
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

臨
海
部
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
老
朽
化
対

策
や
地
震
・
津
波
に
対
す
る
安
全
・

安
心
の
確
保
、
聖
籠
海
岸
の
侵
食
対

策
な
ど
が
地
域
の
重
要
な
課
題
で
す
。

　

引
き
続
き
国
・
県
へ
の
要
請
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
教
育
課

７
月
26
日
（
水
）

■
第
７
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

�

定
例
会
開
催

・
就
学
援
助
の
認
定
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
使
用
小
学
校
教
科
用

図
書
の
採
択
に
つ
い
て

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

７
月
25
日
（
火
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

�

第
17
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
３
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理
権
）

申
出
審
査
に
つ
い
て
・
・
・
１
件

　

以
上
の
３
項
目
が
審
議
さ
れ
、
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

↑北陸地方整備局への要望活動の様子↑新潟県への要望活動の様子
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■
町
に
と
っ
て
初
の
友
好
交
流
都
市

協
定
を
締
結

　

８
月
５
日
（
土
）、
本
町
と
三
重

県
川
越
町
（
か
わ
ご
え
ち
ょ
う
）
は
、

両
町
に
と
っ
て
初
と
な
る
友
好
交
流

都
市
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

川
越
町
と
は
、
平
成
25
年
に
本
町

が
企
画
し
た
全
国
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電

所
所
在
市
町
村
連
絡
協
議
会
に
川
越

町
が
参
画
し
た
こ
と
を
機
に
交
流
が

始
ま
り
、
平
成
27
年
に
は
災
害
時
相

互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
両
町
長
の
相
互
訪
問

を
始
め
、
近
年
、
川
越
町
の
女
性
会

や
町
議
会
、区
長
会
が
本
町
を
視
察
・

訪
問
す
る
な
ど
行
政
分
野
を
超
え
た

交
流
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
更

な
る
交
流
促
進
を
図
る
た
め
、
こ
の

た
び
の
協
定
締
結
に
至
っ
た
も
の
で

す
。

■
協
定
式
で
両
町
長
が
署
名

　

町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
に
先

駆
け
て
開
催
し
た
締
結
式
で
、
渡
邊

町
長
と
城
田
政
幸
川
越
町
長
が
出
席

し
、
須
貝
龍
夫
聖
籠
町
議
会
議
長
、

寺
本
清
春
川
越
町
議
会
議
長
が
立
会

人
を
務
め
る
な
か
、
協
定
書
に
署
名

し
ま
し
た
。

■
地
道
に
一
つ
ひ
と
つ
を
積
み
上
げ

な
が
ら

　

協
定
締
結
後
、
渡
邊
町
長
は
、「
川

越
町
は
、
太
平
洋
側
に
あ
れ
ど
、
地

域
風
土
が
聖
籠
町
と
似
通
っ
て
い

る
。
地
域
性
を
豊
か
に
、
行
政
に
限

ら
ず
幅
広
い
分
野
で
、
地
道
に
一
つ

ひ
と
つ
を
積
み
上
げ
な
が
ら
交
流
を

図
っ
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

■
日
本
海
側
・
太
平
洋
側
を
代
表
す

る
元
気
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　

城
田
川
越
町
長
は
、「
友
好
交
流

都
市
協
定
の
提
案
を
い
た
だ
い
た
渡

邊
町
長
に
感
謝
し
て
い
る
。
災
害
時

相
互
応
援
協
定
と
あ
わ
せ
、
こ
の
協

定
に
よ
り
行
政
だ
け
で
な
い
交
流
も

で
き
る
こ
と
が
心
強
い
。『
日
本
海

側
の
元
気
あ
る
ま
ち
の
代
表
は
聖
籠

町
、
太
平
洋
側
は
川
越
町
』
と
な
る

こ
と
を
め
ざ
し
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

■
川
越
町
と
は

　

三
重
県
北
部
に
位
置
す
る
川
越
町

は
、
南
に
四
日
市
市
、
東
に
伊
勢
湾

を
臨
ん
で
お
り
、
優
れ
た
交
通
条
件

な
ど
か
ら
、
臨
海
工
業
地
域
を
中
心

に
多
く
の
企
業
が
立
地
し
て
い
ま

す
。

　

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
増

加
が
続
い
て
お
り
、
産
業
も
人
も
元

気
な
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。

　

人
口
規
模
や
工
業
地
帯
・
火
力
発

電
所
の
立
地
な
ど
本
町
と
共
通
す
る

面
が
多
く
、
お
互
い
の
地
域
性
を
活

か
し
な
が
ら
交
流
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

三重県川越町と友好交流都市協定を締結しました

▲（左から）須貝聖籠町議会議長、渡邊聖籠町長、城田川越町長、寺本川越町議会議長

▲協定書に署名する両町長

▲締結された協定書

▲40周年記念式典で協定締結を町民へ報告

▲川越町（写真提供：川越町企画情報課）
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�　　

9 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

《相談事業》
ところ　役場１階会議室
◆行政相談
　12日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線229）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　６日（水）、20日（水）
　午後1時～4時
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　28日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　11日（月）午後１時15分～
○２歳６か月児歯科健診
　25日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　28日（木）午後１時～
○乳児健診
　29日（金）午後１時15分～
◆学級
○マタニティママのリフレッシュ教室
　12日（火）午前９時30分～
○育児学級
　19日（火）午後１時30分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27-6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

9
月

1
日�

町
村
会
役
員
会

6
日�

地
方
創
生
講
演
会

9
日�

聖
中
祭

12
日
〜��

９
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

15
日�

聖
籠
町
敬
老
会

30
日�

こ
ど
も
園
運
動
会

特殊詐欺や悪質商法の被害を防止！！

通話録音装置を
無料で貸し出します

募集内容

お申し込みから設置まで

■募 集 期 間　：　随時受け付けます。
■貸 出 期 間　：　貸出日から１年間
■貸 出 台 数　：　９台　※ １世帯につき１台
■募集対象者　：　町内にお住まいで、65 歳以上の方がいる世帯の方
※　申込者多数の場合は、世帯状況などを考慮し、必要性の高い世帯
を優先します。

※　貸与期間終了後、かんたんなアンケート調査にご協力ください。
※　電話機の機種や回線により、装置を設置できない場合があります。

役場生活環境課　地域安全係（内線 284）

お申し込み

審　査

貸　与

装置の設置 　ご自身またはご家族などで設置をお願いします。設置が難
しい場合は、役場生活環境課までご相談ください。

　選考結果を郵送でお知らせの後、役場生活環境課の窓口で
貸し出しをしています。

　申請書の受付後、内容を審査します。その際、電話などで
確認させていただくことがあります。

　貸出をご希望の方は、「通話録音装置利用申請書」に必要
事項を記入し、役場生活環境課へ提出してください。（郵送可）
※申請書は役場生活環境課の窓口にあります。また、町のホ

ームページからもダウンロードできます。

詐欺や迷惑セールスなどの
抑止効果が期待できるね。

電話に取り付けると「この電話は振り込
め詐欺などの犯罪被害防止のため、会話
内容が自動録音されます。」と相手にメ
ッセージが流れ、通話を録音します。
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7 月の届出
げんきなよい子

出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

　煌
こう

�ちゃん� （高橋　佑輔）� 網代浜
奏
かな

汰
た

�ちゃん� （榎本　修平）� 山大夫
　龍
りゅう

�ちゃん� （藤間　　諒）� 亀　塚
衣
え

南
な

�ちゃん� （渡辺　　大）� 山諏訪山
信
しんきち

吉�ちゃん� （田中　和行）� 網代浜
結
ゆ

愛
あ

�ちゃん� （上保　亨太）� 山大夫
優
ゆう

斗
と

�ちゃん� （高橋　　勲）� 真　野
陸
りく

人
と

�ちゃん� （新田　　航）� 別　條
眞
ま

央
お

�ちゃん� （松田　洋光）� 次第浜
慶
けい

悟
ご

�ちゃん� （高橋　大智）� 亀　塚
栞
かん

夏
な

�ちゃん� （渡辺　　卓）� 次第浜
穂
ほ の か

乃香�ちゃん�（志田　文彦）� 東　山

 氏　名 年齢 行政区

横　山　アツ子
こ

�さん�（84 歳）� 藤　寄
大　沼　政

まさ

　之
ゆき

�さん�（65 歳）� 甚兵エ橋
栗　原　春

はる

　三
ぞう

�さん�（72 歳）� 山大夫
小　林　守

もり

　男
お

�さん�（86 歳）� 二本松
福　島　カツミ�さん�（80 歳）� 次第浜
吉　田　豊

とよ

　實
み

�さん�（86 歳）� 真　野
細　野　ナツノ�さん�（93 歳）� 亀　塚
青　木　ハツミ�さん�（94 歳）� 大夫興野
渡　辺　ひろみ�さん�（55 歳）� 網代浜
三　森　愛

あい

　子
こ

�さん�（31 歳）� 外　畑
高　松　半

はんざぶろう

三郎�さん�（90 歳）� 亀　塚
齋　藤　俊

とし

　郎
ろう

�さん�（77 歳）� 山三賀
二　宮　豊

とよ

　治
じ

�さん�（84 歳）� 蓮　野
深　井　　　剛

つよし

�さん�（72 歳）� 山大夫
松　井　タ　ミ�さん�（79 歳）� 藤　寄

　高　﨑　史
ふみ

　弥
や

�さん
（加　藤）沙

さ や か

耶香�さん ｝亀　塚

　横　山　竜
りゅう

　士
じ

�さん
（清　水）麻

ま

　衣
い

�さん ｝大夫興野

　小　林　和
かず

　馬
ま

�さん
（高　松）恵

え

　梨
り

�さん ｝亀　塚

　津　村　　　悠
はるか

�さん
（池　田）泉

いず

　美
み

�さん ｝汐美台

　吉　川　智
とも

　暁
あき

�さん
（中　村）　　愛

あい

�さん ｝次第浜

　西　脇　道
みち

　玄
はる

�さん
（中　野）麗

れい

　菜
な

�さん ｝山大夫

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

第３回聖籠町生涯活躍のまち
構想検討会を開催します

入 札 結 果� 入札日　6月21日～7月24日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 道路区画線設置工事 聖籠町内一円 5,724,000 北越ロードサービス㈱新発田支店 平成29年8月17日 指名競争
入札

2 道路植栽等管理業務委託 聖籠町内一円 8,769,600 ㈲栗原緑樹園 平成30年3月23日 指名競争
入札

3 新発田川等草刈業務委託 聖籠町大字山倉～藤寄　
地内 7,020,000 ㈲樋口建設 平成29年9月29日 指名競争

入札

4 加治川堤桜維持管理業務
委託

聖籠町大字真野・道賀新
田地内 1,490,400 ㈱聖路総合 平成29年10月31日 指名競争

入札

5 日本海東北自動車道側道等
管理施設維持管理業務委託

聖籠町大字道賀新田から
二本松地内 1,533,600 曽根建㈱ 平成29年7月31日 指名競争

入札

6 海岸砂防林等草刈業務委
託

聖籠町大字網代浜・次第
浜・亀塚地内 3,758,400 ㈱新潟グリーンテック聖籠営業所 平成29年8月9日 指名競争

入札

7 自動体外式除細動器借上 聖籠町役場�外 19 施設 3,211,488 NTTファイナンス㈱新潟支店 平成34年6月30日 指名競争
入札

8 トレーニングルーム（レッグ･プレス等）機器借上
聖籠町町民会館（トレー
ニングルーム内） 3,628,800 日立キャピタル㈱ 平成36年9月30日 指名競争

入札

9 蓮潟居浦山線道路改良工
事 聖籠町大字蓮潟地内 13,716,000 ㈲樋口建設 平成29年12月2日 指名競争

入札

10 蓮潟二ツ山龍門線外２路線道路側溝工事 聖籠町大字蓮潟地内 9,093,600 ㈱北伸建設 平成29年11月7日 指名競争
入札

11 蓮潟居浦山線改良工事に伴う上下水道工事 聖籠町大字蓮潟地内 6,966,000 ㈱聖籠
第一設備 平成29年12月10日 指名競争入札

（総合評価方式）

12 蓮潟二ツ山龍門線外２路線消雪井戸設置工事 聖籠町大字蓮潟地内 20,088,000 ㈱カトウ工業 平成29年10月26日 指名競争入札
（総合評価方式）

13 真野・桃山地区農道路線測量業務委託
聖籠町大字真野・桃山地
内 2,473,200 小林測量㈱

新発田支店 平成29年11月15日 指名競争
入札

14 蓮潟こども園トイレ改修工事 聖籠町立蓮潟こども園 1,360,800 ㈱カトウ工業 平成29年9月8日 指名競争
入札

15 次第浜網代浜線道路改良工事 聖籠町大字網代浜地内 28,620,000 ㈱岩村組
聖籠支店 平成30年1月20日 指名競争

入札

16 あかね公園複合遊具設置工事 聖籠町大字網代浜地内 7,776,000 ㈱岩村組
聖籠支店 平成29年12月14日 指名競争

入札

17 聖籠中学校線外街路灯修繕工事 聖籠町大字諏訪山地内 7,905,600 ㈲小林電気 平成29年10月22日 指名競争
入札

18 桃山鷹山下線道路改良工事 聖籠町大字桃山地内 13,392,000 ㈱聖路総合 平成29年12月19日 指名競争入札
（総合評価方式）

　町における生涯活躍のまち構想について検討するにあた
り、町民の皆さまの意見を反映させるため、聖籠町生涯活躍
のまち構想検討会を開催します。

【日時】10 月６日（金）午後１時 30 分から
【場所】役場３階　大会議室
　検討会はどなたでも傍聴できます。傍聴を希望される場合
は、事前にご連絡ください。
お問い合わせ・傍聴申し込み
　役場総務課総合政策係（内線２２４）
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日　　時
９月２２日（金）

　集合時間　午前９時４５分 （時間厳守）

　解散予定　午後０時１５分

１０月６日（金）
 集合時間　午前９時４５分 （時間厳守）

 解散予定　午後０時１５分

集合場所
（晴天）聖籠緑地公園（ふれあい広場）
（雨天）町民会館（柔剣道場）

（晴天）弁天潟風致公園（遊具側）
（雨天）町民会館（柔剣道場）

持ち物 … お弁当・水筒（お茶）・ピクニックシート・おしぼり・帽子・着替え・
　　　　  おんぶひも（おやつはいりません）
服　装 … お子さんと一緒に遊べるような動きやすい服装や靴でおいでください。

＊ハイハイの赤ちゃんもいっぱい遊べるよ！　みんなで元気に遊ぼう！！

現地集合 みんなで出かけよう！お弁当遠足！

※天候が不安定な場合は聖籠こども園に電話で確認してください。（午前８時４５分～９時の間）
※会場や行き先を知りたい方は、スタッフにお尋ねください。（地図を用意しておきます）
※ハイハイの赤ちゃんはベビーカーやおんぶひもがあると動きやすいですよ！
※お友達やお知り合いの方にも「一緒に遊びましょう」と誘ってください。
※公園ではお子さんから目を離さず一緒に動きましょう。
参加される方は、聖籠こども園へ前日（午後５時）までにご連絡ください。

お問い合わせ　聖籠こども園�すくすくサロン「さくらんぼ」
　　　　　　☎︎�27－3322　FAX�27－8888

聖籠こども園
子育て支援センター

すくすくサロン「さくらんぼ」

“秋の会”のお知らせ

おねがい

楽し〜い行事を計画しています！！
・チャレンジカードにシールを貼って遊ぼう。

・すべり台などの大型遊具で遊んだり、芝生の広場で遊ぼう。

・おかあさんと追いかけっこをしたり、体をいっぱい動かして遊ぼう。

・松ぼっくりやどんぐりなど自然物を見つけよう。

・みんなで宝探しをしよう！素敵な宝物見つかるかな？
お友達と

誘い合って来てね

お友達と

楽しく遊ぼう

一緒に遊びましょう
おいでよ!
仲間になろうよ!
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保
育
園
な
ど
に
入
所
で
き
ず
、

退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
を

防
ぐ
た
め
、
育
児
・
介
護
休
業
法

が
変
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
育
児

を
し
な
が
ら
働
く
男
女
労
働
者
が
、

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
し
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

〈
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
最
長
２
歳
ま
で
育
児
休
業
の
再

延
長
が
可
能
に

●
１
歳
６
か
月
以
後
も
、
保
育
園

な
ど
に
入
れ
な
い
な
ど
の
場
合

に
は
、
会
社
に
申
し
出
る
こ
と

に
よ
り
、
育
児
休
業
期
間
を
最

長
２
歳
ま
で
再
延
長
で
き
ま
す
。

●
育
児
休
業
給
付
金
の
給
付
期
間

も
２
歳
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
詳

細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
）

②
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
予
定
の
方

な
ど
に
育
児
休
業
な
ど
の
制
度

な
ど
を
お
知
ら
せ

●
事
業
主
は
、
働
く
方
や
そ
の
配

偶
者
が
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と

な
ど
を
知
っ
た
場
合
に
、
そ
の

方
に
個
別
に
育
児
休
業
な
ど
に

関
す
る
制
度
（
育
児
休
業
中
・

休
業
後
の
待
遇
や
労
働
条
件
な

ど
）
を
知
ら
せ
る
努
力
義
務
が

創
設
さ
れ
ま
す
。

③
育
児
目
的
休
暇
の
導
入
を
促
進

●
未
就
学
児
を
育
て
な
が
ら
働

く
方
が
子
育
て
し
や
す
い
よ
う
、

育
児
に
関
す
る
目
的
で
利
用
で

き
る
休
暇
制
度
を
設
け
る
努
力

義
務
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

（
育
児
目
的
休
暇
の
例
）

配
偶
者
出
産
休
暇
、
子
の
行
事

参
加
の
た
め
の
休
暇
な
ど

新
潟
労
働
局�

雇
用
環
境・均
等

室☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
１
１

■試験の日時、場所、試験内容
第１次試験　12月3日（日）

午前 10 時から
（受付：午前 9時～ 9時 40 分）

場　　所　　聖籠町役場
試験科目　　教養試験、専門試験、一般性格診断検査
 
第２次試験　平成 30 年１月中旬予定

（日時は第 1次試験合格者に通知）
場　　所　　聖籠町役場
試験科目　　面接試験、作文試験

■採用試験区分
・保健師（資格免許職）　若干名

昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた方で保健師資格を
有する方または平成 30 年 3 月 31 日までに資格を取
得する見込みの方

■給与
　初任給は、大卒で月額 178,200 円です。（平成 29 年９
日１日現在。採用時変更となることがあります。）
　なお、会社などでの経験年数により、給料が増額され
る場合があります。
　また、この他に期末手当、勤勉手当及び状況により扶
養手当、通勤手当等が支給されます。

■申込期限
　　　　　　10月16日（月）
　　　　　　午後 5時 15 分まで

■申込方法
　「受験申込書」を聖籠町役場総務課に
持参または郵送してください。（郵送の
場合、申込期限日の消印のあるものまで
が有効）
・　「受験申込書」、「受験案内」は、役
場総務課にあります。

・　郵送で申込書などを請求する場合は、
　封筒の表に「保健師試験受験申込書請
求」と朱書きし 82 円切手を同封して
ください。

・　聖籠町のホームページからもダウン
ロードできます。
（http：//�www.town.seiro.niigata.jp）
 

■試験結果の通知・採用
第１次試験結果通知…１月上旬予定
最終合格通知　　　…２月中旬予定
・　試験結果は、受験者全員に対して通知します。
・　採用は平成30年４月１日を最初の採用の日とします。

聖
籠
町
大
字
諏
訪
山
一
六
三
五
番
地
四

 

聖
籠
町
役
場
総
務
課
　
行
き

 

　
　
保
健
師
試
験
　
受
験
申
込
書
請
求

957-0192

申込書請求封筒
記載例

聖籠町職員採用（保健師）試験

役場総務課　総務管理係�☎︎２７ー２１１１
　　　　　　　　　　�　　　（内線２２８）

保
育
園
な
ど
に
入
れ
な
い
場
合
２
歳
ま
で

育
児
休
業
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

～
10
月
１
日
か
ら
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
～
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学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

　聖籠町では、学校などの給食の安
全性を確認し、給食に対する保護
者などの不安を軽減することを目的
に、給食用食材の放射性物質検査を
実施しています。検査は毎週木曜日、
翌日（金曜日）に使用する食材の中
から１品目を選定して行い、再検査
となった食材は、給食に使用せず、
再検査を実施し公表しています。
　なお、町のホームページで最新の
検査結果を掲載しています。

子ども教育課　学校支援係
　� （内線３０５）

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

7月6
日 人参 茨城県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

7月6
日 キャベツ 新潟県

（三条市）
検出
せず

検出
せず

検出
せず

7月
13日 きゅうり 新潟県

（聖籠町）
検出
せず

検出
せず

検出
せず

7月
20日 もやし 福島県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、２０Bq／㎏です。

検出限界値は、測定する条件や食材により異

なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器

で検出できる最小値（最小限度）のことをい

い、この値は測定環境（自然界に存在する大

気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、

検査対象品目によって異なります。

綺
麗
な
お
花
を

�

咲
か
せ
ま
せ
ん
か

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
美
化
ネ
ッ
ト

せ
い
ろ
う
で
は
、
よ
り
綺
麗
な
花

の
育
て
方
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、

地
域
や
家
庭
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
「
花
と
緑
の
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
に
植
栽
す
る
花
や
球
根
な
ど

に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
質
問
に
お
答

え
し
な
が
ら
育
て
方
な
ど
に
つ
い

て
プ
ロ
の
視
点
か
ら
お
話
し
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
お
花
を
植
え
て
み
よ

う
と
考
え
て
い
る
方
、
す
で
に
お

花
を
育
て
て
い
る
け
ど
も
っ
と
綺

麗
に
咲
か
せ
た
い
、
普
段
の
育
て

方
で
疑
問
が
あ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
師　
斎
藤　

斉
ひ
と
し

※　

花
苗
生
産
農
家
と
し
て
「
花

の
企
画
社
に
い
が
た
支
部
」
に

て
花
苗
の
栽
培
・
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

９
月
30
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
頃

海
の
に
ぎ
わ
い
館　

大
会
議
室

聖
籠
町
大
字
網
代
浜
１
６
１
２

番
地
5

■
先
着
25
名

■
申
込
方
法

事
務
局
ま
で
電
話
、
メ
ー
ル
な

ど
で
直
接
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

■
申
込
締
切　
９
月
19
日
（
火
）

・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
美
化
ネ

ッ
ト
せ
い
ろ
う�

事
務
局（
結
い

ハ
ー
ト
聖
籠
１
階
）

☎
２
０
‐
８
０
４
７

メ
ー
ル�kannkyoubika-seiro

　
　
　

�@
sage.ocn.ne.jp

「
部
落
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
平
成
28
年
12
月
16
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

日
常
生
活
の
中
で
あ
ま
り
意
識

す
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
こ

の
社
会
に
は
部
落
差
別
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
存
在
す
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
た
と
え
身
近
に

感
じ
な
く
て
も
、
現
代
社
会
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

差
別
的
な
情
報
が
拡
散
す
る
怖
さ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情
報

に
よ
っ
て
、
い
わ
れ
の
な
い
差
別

を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
国
民
ひ
と
り
ひ

と
り
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め

の
施
策
を
国
や
市
町
村
に
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
法
律
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
差
別
の
な

い
明
る
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

役
場
町
民
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
係

�

（
内
線
１
１
１
）

～
適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

�

実
施
し
ま
す
～

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、
不

得
意
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種

選
択
に
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、

職
業
適
性
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

筆
記
検
査
に
よ
り
７
種
の
能
力
の

測
定
を
行
い
ま
す
。
後
日
、
個
別

に
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
行

っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い

方
（
要
申
込
）�

定
員
６
名

９
月
13
日
（
水
）
午
後
２
時
～

４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳

で
就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間

平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま

で
（
第
２
金
曜
日
は
休
館
日
）
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９
月
９
日
は

�
「
救
急
の
日
」
で
す

　

救
急
医
療
体
制
は
、
傷
病
者
の

症
状
に
応
じ
て
、

・
初
期
（
比
較
的
軽
症
な
患
者
の

診
療
：
か
か
り
つ
け
医
、
休
日

夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

・
第
二
次
（
手
術
・
入
院
を
要
す

る
患
者
の
診
療
：
救
急
病
院
な

ど
）

・
第
三
次
（
24
時
間
体
制
に
よ
る

重
篤
救
急
患
者
の
診
療
：
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

に
区
分
し
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

適
切
な
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

【
上
手
な
診
療
所
・
病
院
の
利
用

の
ポ
イ
ン
ト
】

○
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
「
か
か

り
つ
け
医
（
ホ
ー
ム
ド
ク
タ

ー
）」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
、
適
切
な
医
療
機
関
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ほ
か
の
診
療
科
や

総
合
病
院
で
の
受
診
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
に
紹
介
し

て
も
ら
え
ま
す
。

○
で
き
る
だ
け
昼
間
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

昼
間
の
診
療
時
間
内
に
は
、
医

師
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
、
検
査

技
師
、
薬
剤
師
な
ど
多
く
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、

検
査
、
投
薬
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

新
潟
県
医
務
薬
事
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
３

「
ご
近
所
安
心
見
守
り
隊

�

講
座
」を
開
催
し
ま
す

ご
近
所
さ
ん
で
つ
く
ろ
う
！
高

齢
者
虐
待
の
無
い
町
づ
く
り

～
高
齢
者
虐
待
の
予
防
と
発
見
。

住
民
・
介
護
職
・
行
政
職
員
が

で
き
る
こ
と
～

■
講
師　

は
や
し
社
会
福
祉
事
務
所
代
表

�

林　

正ま
さ

海み　

氏

９
月
22
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）

聖
籠
町
町
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部
地
域
福
祉
課

☎
０
２
５
４
‐
２
６
‐
９
１
２
９

新
発
田
消
防
署
庁
舎
を

�

開
放
し
ま
す

　
「
来
て
！
見
て
！
体
験
！
消
防

署
！
」

　

消
防
庁
舎
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
消
防
署
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
て
、消
防

の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
ち
ゃ
お
う
！

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
身
近
に

あ
る
消
防
署
へ
見
学
に
来
ま
せ
ん

か
？９

月
10
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

新
発
田
消
防
署

新
発
田
市
新
栄
町

１
丁
目
８
番
31
号

■
内
容

・
各
種
消
防
車
両
展
示

・
各
種
資
機
材
展
示

・
通
信
指
令
室
見
学

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
コ

ー
ナ
ー　
　

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心
肺
蘇
生
法
体
験

・
各
種
訓
練
体
験

■
料
金
・
申
し
込
み
不
要

■
駐
車
場　
有
（
約
40
台
）

　

皆
様
の
ご
来
場
を
職
員
一
同
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
発
田
消
防
署　

☎
０
２
５
４
‐
２
２
‐
３
７
０
１

「
働
く
人
の

�

電
話
相
談
室
」開
設

　

一
般
社
団
法
人
日
本
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
協
会
は
、
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
の
協
力
で
、
世
界
自

殺
予
防
デ
ー
（
９
月
10
日
）
に
あ

わ
せ
て
、「
働
く
人
の
電
話
相
談

室
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

仕
事
、
人
間
関
係
、
生
活
な
ど

の
様
々
な
相
談
に
、
当
協
会
所
属

の
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し

ま
す
。

　

全
国
13
支
部
で
開
設
し
、
統
一

番
号
に
か
け
る
と
、
お
近
く
の
相

談
窓
口
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
つ

な
が
り
ま
す
。

開
設
期
間　
９
月
８
日（
金
）～
10

日（
日
）の
３
日
間

受
付
時
間　
午
前
10
時
～

�

午
後
10
時

☎
０
１
２
０
‐
５
８
３
‐
３
５
８

※
通
話
料
無
料

全
県
「
子
ど
も
の
人
権

相
談
日
」（
電
話
相
談
）

�

を
実
施
し
ま
す

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、９
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

の
２
日
間
を
全
県
「
子
ど
も
の
人

権
相
談
日
」
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
が
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
広
く

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
時
間

９
月
９
日
（
土
）
～

�

９
月
10
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　

※
通
話
料
無
料

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」
強
化
週
間

　

新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び
新
潟

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

９
月
４
日
（
月
）
か
ら
９
月
10
日

（
日
）
ま
で
を
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
ま
た

は
人
権
擁
護
委
員
が
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
問
題
に
関
す
る
電
話

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
相
談
内
容

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
時
間

９
月
４
日
（
月
）
～
８
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

９
月
９
日
（
土
）
～
10
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
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価
値
あ
る
ド
ロ
ー

　

中
断
明
け
と
な
っ
た
７
月
30
日

（
日
）、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
味

の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
明
治
安
田
生
命

Ｊ
１
リ
ー
グ
第
19
節
・
Ｆ
Ｃ
東
京
戦

に
臨
み
ま
し
た
。
後
半
戦
で
の
巻
き

返
し
に
向
け
、
日
々
厳
し
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
み
重
ね
て
き
た
選
手
た

ち
。
新
た
に
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
Ｍ

Ｆ
磯
村
亮
太
選
手
、
Ｄ
Ｆ
大お
お

武ぶ

峻
し
ゅ
ん
選

手
も
先
発
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
、

並
々
な
ら
ぬ
闘
志
を
胸
に
ピ
ッ
チ
に

立
ち
ま
す
。

　

試
合
は
ホ
ー
ム
の
Ｆ
Ｃ
東
京
が
序

盤
か
ら
主
導
権
を
握
り
ま
す
が
、
先

に
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
の
は
新
潟

で
し
た
。
12
分
に
迎
え
た
右
サ
イ
ド

で
の
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
の
場
面
。
ホ
ニ

選
手
が
ゴ
ー
ル
前
へ
鋭
い
ボ
ー
ル
を

送
る
と
、
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
飛

び
込
ん
だ
チ
ア
ゴ
選
手
が
頭
で
合
わ

せ
、ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
ま
す
！「
た
く

さ
ん
練
習
を
し
て
き
た
成
果
が
得
点

に
現
れ
た
」（
チ
ア
ゴ
選
手
）。
狙
い

通
り
の
ゴ
ー
ル
で
先
手
を
奪
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
は
相
手
が
さ
ら
に
圧
力

を
強
め
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
新
潟
は
集
中
し
た
守
備
で
応
戦

し
て
い
き
ま
す
。
35
分
に
は
ウ
タ
カ

選
手
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
内
に
抜

け
出
さ
れ
て
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
を

迎
え
ま
す
が
、
Ｇ
Ｋ
守
田
選
手
が
シ

ュ
ー
ト
を
食
い
止
め
、
ゴ
ー
ル
を
許

し
ま
せ
ん
。

　

３
分
後
に
は
左
サ
イ
ド
を
崩
さ
れ

て
決
定
機
を
作
ら
れ
ま
す
が
、
ま
た

し
て
も
守
護
神
が
立
ち
は
だ
か
り
ま

す
。
折
り
返
し
に
合
わ
せ
た
中
島
選

手
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ュ
ー
ト
を
、

左
手
一
本
で
ビ
ッ
グ
セ
ー
ブ
！
渾
身

の
プ
レ
ー
で
、
チ
ー
ム
を
盛
り
立
て

ま
す
。

　

後
半
も
Ｆ
Ｃ
東
京
が
攻
め
、
新
潟

が
耐
え
る
構
図
と
な
り
ま
す
。
66
分

に
ウ
タ
カ
選
手
に
同
点
ゴ
ー
ル
を
決

め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
決
し

て
気
持
ち
を
切
ら
す
こ
と
な
く
戦
い

続
け
て
い
く
新
潟
の
選
手
た
ち
。
ダ

ブ
ル
ボ
ラ
ン
チ
を
組
ん
だ
磯
村
選
手

と
ロ
メ
ロ
選
手
も
、
運
動
量
を
落
と

す
こ
と
な
く
中
盤
で
奮
戦
し
ま
す
。

　

セ
ッ
ト
プ
レ
ー
や
ク
ロ
ス
か
ら
攻

め
込
ま
れ
る
シ
ー
ン
も
何
度
も
あ
り

ま
し
た
が
、
空
中
戦
で
は
大
武
選
手

が
抜
群
の
強
さ
を
発
揮
。
最
後
ま
で

一
丸
と
な
っ
て
攻
勢
を
し
の
ぎ
、
ア

ウ
ェ
イ
で
貴
重
な
勝
ち
点
１
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

再
三
の
好
守
で
ゴ
ー
ル
を
死
守
し

た
守
田
選
手
は
、
勝
利
を
つ
か
め
な

か
っ
た
悔
し
さ
を
浮
か
べ
つ
つ
も
、

「
押
し
込
ま
れ
た
と
し
て
も
、
ゴ
ー

ル
前
で
体
を
張
っ
て
で
き
て
い
た
」

と
チ
ー
ム
の
守
備
に
光
明
を
見
出
し

て
い
ま
し
た
。

　

意
地
の
ド
ロ
ー
で
連
敗
を
止
め
た

新
潟
。
こ
れ
か
ら
も
負
け
ら
れ
な
い

試
合
が
続
き
ま
す
が
、
勝
点
を
積
み

上
げ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
泥
臭
く

闘
っ
て
い
き
ま
す
。

４
試
合
ぶ
り
の
勝
利
！

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
は
７
月
８
日
（
土
）、
新
潟
市
陸

上
競
技
場
で
２
０
１
７
プ
レ
ナ
ス
な

で
し
こ
リ
ー
グ
カ
ッ
プ
１
部
第
７

節
・
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
戦
を
迎

え
ま
し
た
。

　

立
ち
上
が
り
か
ら
パ
ス
ワ
ー
ク
が

冴
え
、
息
の
合
っ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
で
相
手
ゴ
ー
ル
に
迫
っ
て
い
く

新
潟
。
右
サ
イ
ド
で
は
佐
伯
選
手
が

積
極
的
に
ボ
ー
ル
に
絡
み
、
何
度
も

ゴ
ー
ル
前
に
ク
ロ
ス
を
供
給
。
相
手

の
守
備
も
粘
り
強
く
、
惜
し
く
も
得

点
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
チ
ー
ム
に
勢
い
を
与
え

て
い
き
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
相
手
も
押
し
返
し
、
際

ど
い
シ
ュ
ー
ト
を
撃
た
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
Ｇ
Ｋ
高
橋
選
手
を

中
心
に
体
を
張
っ
て
得
点
を
許
さ
な

い
新
潟
。
攻
撃
で
も
守
備
で
も
気
迫

を
見
せ
な
が
ら
、
０
‐
０
で
前
半
を

折
り
返
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
相
手
の
ポ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
が

長
く
な
り
ま
す
が
、
我
慢
強
く
耐
え

な
が
ら
、
反
撃
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
か

が
っ
て
い
く
新
潟
。
失
点
ゼ
ロ
の
ま

ま
ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い
く
と
、
試
合

終
盤
の
79
分
に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か

ら
決
定
機
が
訪
れ
ま
す
。
上
尾
野
辺

選
手
が
ボ
ー
ル
を
送
る
と
、
中
央
で

待
っ
て
い
た
の
は
瀬せ

倉く
ら

選
手
。
こ
ぼ

れ
球
を
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
押
し
込
み
、

な
で
し
こ
リ
ー
グ
初
ゴ
ー
ル
を
挙
げ

ま
す
。
こ
れ
が
決
勝
点
と
な
り
、
１

‐
０
で
新
潟
が
勝
利
し
ま
し
た
！

　

殊
勲
の
活
躍
を
見
せ
た
瀬
倉
選
手

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

↑先制ゴールを決めたチアゴ選手
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【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

�

（
男
子
）】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
が
出
場
し
た
全

国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
北

信
越
大
会
が
７
月
22
日
（
土
）・
23

日
（
日
）
に
長
野
県
松
本
平
広
域
公

園
球
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
22
日

は
坂
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ｓ
Ｃ
と
対
戦

し
加
賀
美
選
手
の
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク

な
ど
で
５
‐
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。

翌
日
23
日
に
は
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
グ
ラ

ン
デ
と
対
戦
し
加
賀
美
選
手
の
２
試

合
連
続
の
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
や
田
口

選
手
の
２
得
点
を
含
む
大
量
得
点
の

６
‐
０
で
勝
利
し
、
全
国
大
会
へ
駒

を
進
め
ま
し
た
。
北
信
越
代
表
と
し

て
闘
っ
て
い
く
の
で
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

【
聖
籠
町
清
掃
活
動
】

　

７
月
19
日
（
水
）
に
Ｊ
Ｓ
Ｃ
全
学

科
で
朝
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
天
気
の
中
、
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
聖
籠
町
に

感
謝
を
込
め
、
道
に
落
ち
て
い
る
ゴ

ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
中
に
は
体
よ
り

も
大
き
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
く
る
生
徒
も
お
り
、
楽

し
み
な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
清
掃
活

動
に
限
ら
ず
日
々
の
生
活
の
中

か
ら
聖
籠
町
を
大
切
に
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
Ｎ
Ｓ
Ｇ
夏
フ
ェ
ス
参
加
】

　

７
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

に
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
て
Ｎ
Ｓ
Ｇ
夏

フ
ェ
ス
が
開
催
さ
れ
、
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
や
ド
リ
ン
ク
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
で
少
し
で
も
Ｊ
Ｓ

Ｃ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
！

【
９
月
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程
】

９
月
３
日
（
日
）
vs
サ
ウ
ル

コ
ス
福
井

午
前
11
時
キ
ッ
ク
オ
フ

９
月
17
日
（
日
）
vs
Ｆ
Ｃ
北
陸

午
後
１
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

※
Ｆ
Ｃ
北
陸
戦
は
リ
ー
グ
最
終
節
と

な
り
ま
す
。

　

試
合
会
場
は
五
十
公
野
陸
上
競
技

場
で
の
開
催
。
最
後
ま
で
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

は
、
喜
び
と
共
に
「
カ
ッ
プ
戦
で
得

た
も
の
を
活
か
し
て
、
リ
ー
グ
戦
の

出
場
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
戦
い
を
見
据
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
一
戦
を
き
っ
か
け
に
、
さ

ら
な
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と

に
期
待
が
懸
か
り
ま
す
。

　

先
月
か
ら
リ
ー
グ
戦
が
再
開
し
、

今
月
は
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
３
試
合
開

催
さ
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
で
も
多
く
の

勝
利
を
挙
げ
、
皆
様
と
喜
び
を
分
か

ち
合
う
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
熱
い
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
９
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ
〉

第
25
節　

９
月
９
日
（
土
）

vs
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
26
節　

９
月
16
日
（
土
）

vs
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

午
後
６
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
27
節　

９
月
23
日
（
土
・
祝
）

vs
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

札
幌
ド
ー
ム

第
28
節　

９
月
30
日
（
土
）

vs
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

午
後
３
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
〉

第
13
節　

９
月
２
日
（
土
）

vs
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
相
模
原

午
後
3
時
キ
ッ
ク
オ
フ

相
模
原
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
14
節　

９
月
10
日
（
日
）

vs
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・

千
葉
レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
６
時
キ
ッ
ク
オ
フ

新
潟
市
陸
上
競
技
場

第
15
節　

９
月
16�

日
（
土
）

vs
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
・

　

レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
４
時
キ
ッ
ク
オ
フ

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム

第
16
節　

９
月
24
日
（
日
）

vs
浦
和
レ
ッ
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
17
節　

９
月
30
日
（
土
）

vs
浦
和
レ
ッ
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス

正
午
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103�聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP：http://team.cupsnet.com/
ジャパサカＨＧ運営スタッフTwitter：@jyappi



広報聖籠 H29.9　24

み ん な の ひ ろ ば

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

９月は「食生活改善
普及運動月間」です

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　管理栄養士　☎︎２７－６５１１

べジ・ファースト

よい効果が

いっぱい！

町の宝で〜す
7月の乳児健診から

町の宝で〜す
6月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

三森 壮
そう

真
ま

 ちゃん

水戸部 平
へい

治
じ

 ちゃん

後藤 朱
あか

璃
り

 ちゃん

下條 紗
さ

耶
や

 ちゃん

引野 七
なな

海
み

 ちゃん

髙松 優
ゆう

雅
が

 ちゃん

入山 零
れい

 ちゃん

佐々木 心
ここ

奈
な

 ちゃん

広報せいろう８月号 21ページに掲
載の「町の宝で〜す」で、氏名の誤
りがありました。お詫びして訂正い
たしますとともに、下記に改めて掲
載させていただきます。

高血圧判定者と治療者の割合
（平成27年度特定健診結果より）

35.0%

30.0%

25.0%

20.0%

15.0%

10.0%
31.9%
聖籠町

39.8%

高血圧判定者割合 そのうち治療中割合

44.2%

24.9%
新潟県

45.0%
44.0%
43.0%
42.0%
41.0%
40.0%
39.0%
38.0%
37.0%

　聖籠町は、高血圧、糖尿病
の方が県平均より多くいます!!　
自覚症状がほとんどないためか、
健診の結果を軽く受け止めてい
る方も多いようです。食生活を
見直して生活習慣病のリスクを
減らしましょう。

〇野菜の食物繊維は糖質や脂質の吸収をゆるやかにし、血糖値の上昇を抑えてく
れます。料理全体のかさが増えるため満腹感を感じられ、エネルギーの摂り過
ぎの防止にもなります。

〇野菜や果物に含まれるカリウムはナトリウム（塩分）の排泄を促してくれる働
きがあり、血圧上昇を抑えてくれます。

　早食いは肥満につながる大きな原因。一口 20 回以上
かむことを目標にすると、自然とペースがゆっくりとな
り、少量でも満足感が得られやすくなります。

　毎食、野菜料理の「副菜」
をつけて、1 日で 5 皿を目標
に食べると 350g になります。
そのうち 2 皿を緑黄色野菜に
するとよいでしょう。

1  野菜・きのこ・海藻類を先に食べる

3  よくかんでゆっくり食べる

菓子・嗜好飲料・アルコール
 は控えめにね！！＋1

2  野菜の1日の摂取目標350g。3食しっかり食べる

　まずは、「食生活」を見直しましょう!!

― 生活習慣病にならない３つのポイント ー

さらにプラス

○ひ 肥満予防　○み 味覚形成　○こ 言葉の発音がはっきり、心も
すっきり　○の 脳の活性化　○は 歯の病気を防ぐ　○が がん予防

○い 胃腸の働きを促進　○ぜ 全身の体力向上・全力投球が可能

緑黄色野菜で２皿

と

淡色野菜で３皿

副　菜
野菜・海藻
きのこ

主　菜
魚・肉・卵
大豆製品

主　食
ごはん
めん・パン
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み ん な の ひ ろ ば

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

呂ろ

ぺ

す

比
須
監
督
が
町
長
を

表
敬
訪
問

　

８
月
２
日
（
水
）、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
の
中
野
幸
夫
代
表
取
締
役

社
長
と
呂
比
須
ワ
グ
ナ
ー
監
督
が
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
苦
し
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
て
い
る
チ
ー
ム
に
つ
い
て
、

呂
比
須
監
督
は
「
選
手
一
人
ひ
と
り

の
質
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
あ
と

は
と
に
か
く
勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
て
、

チ
ー
ム
に
自
信
を
取
り
戻
し
た
い
。

選
手
に
は
、
失
敗
し
て
も
決
し
て
あ

き
ら
め
ず
、
最
後
ま
で
戦
う
姿
勢
を

み
せ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
「
皆
さ
ん
、
と
て
も
熱
い
心
を

持
っ
て
い
る
。
色
々
な
と
こ
ろ
で
応

援
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
力

に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

リ
ー
グ
戦
後
半
の
巻
き
返
し
に
向

け
て
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
熱

い
戦
い
へ
の
さ
ら
な
る
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

聖
籠
中
学
校
の
渡
辺
瑠
伊

さ
ん
が
新
潟
県
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
で
準
優
勝
！

全
国
大
会
出
場
を

�

決
め
ま
し
た
！

　

聖
籠
中
学
校
３
年
の
渡
辺
瑠る

伊い

さ

ん
（
以
下
、
渡
辺
選
手
）
が
７
月
22

日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
新
潟
県
中
学

校
陸
上
競
技
大
会
走
り
高
跳
び
競
技

で
１
８
５
㎝
を
跳
び
、
準
優
勝
し
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
前
の
８
月
７
日
（
月
）、

役
場
を
訪
問
し
、
町
長
に
報
告
し

た
渡
辺
選
手
。「
ま
だ
ま
だ
納
得
は

い
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
高
く
跳
ん

で
、
全
国
大
会
で
は
入
賞
を
目
指
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

元
聖
籠
町
議
会
議
員
の
坂
上
誠
一

さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、

渡
邊
町
長
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
ご

遺
族
に
対
し
故
人
の
ご
功
績
を
た
た

え
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
を
表
し

伝
達
授
与
し
ま
し
た
。

　

坂
上
誠
一
さ
ん
は
、
町
議
会
議
員

と
し
て
３
期
12
年
間
在
職
さ
れ
、
町

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
観
光
ぶ
ど
う
園
協
議
会

設
立
初
期
か
ら
同
会
会
長
を
務
め
ら

れ
、
平
成
16
年
か
ら
は
町
観
光
協
会

会
長
を
務
め
ら
れ「
果
樹
の
里
聖
籠
」

の
基
礎
を
築
き
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
そ
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
か
ら
、
平
成
29
年
度
観
光
功

労
者
表
彰
も
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
祭
り
が
大
好
き
な
人
で
、
今

年
は
町
制
40
周
年
で
大
き
な
花
火
が

上
が
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
」
と
妻
の
鈴す
ず

子こ

さ
ん
が
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

天
国
の
坂
上
誠
一
さ
ん
と
ご
遺
族

の
皆
さ
ん
、
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

↑受章した坂上誠一さん

↑渡邊町長（中央）から激励を受けた渡辺選手（右）

故
人
の
功
績
を
た
た
え
て

故  
坂 
上  

誠せ
い 

一い
ち  

さ
ん
（
二
本
松
）

旭
日
単
光
章
受
章
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聖
籠
夏
ま
つ
り

盛
大
に
開
催

緑
・
ふ
れ
あ
い
・
夢
づ
く
り

町
制
施
行
40
周
年

　
「
第
21
回
聖
籠
夏
ま
つ
り
」（
８
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
））
が

開
催
さ
れ
、
今
年
も
大
盛
況
の
２
日
間
で
し
た
。

　

８
月
５
日
（
土
）、
町
制
施
行
40
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
2
ペ
ー
ジ
か
ら

の
記
事
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

亀代こども園

蓮潟こども園

亀代小学校かつおくんとキッズオールスターズ

蓮野こども園

老人クラブ

② ③ ④

①

記念式典の様子。①式典の部、②新イメージキャラクター「百合若」登場、③町のコーラス団体による合唱、④響（さとおと）と Daiya のスペシャルコラボ


